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トロ謬質ダイ少マ 4ト含水低=

ト)の研究(竹ダ 4 ナマ 4

11 11 臼 "II)(ra~ 28 年 4

f， ~J武井勉・桜III村

{日本油 m~- 弐会，1; 1t!重工崎}

1 合水ダ守ナ~ i/"の成形性

毛R ・のl1I.mは l 院5つの何回m ・づれがHも的とな

っ"c'1.:1Lたもの.，まぬ特色官、・切る相主 II 時向。然し

扱いて:'fえば{ 1)lJ:.び(' )に発寸る.

-11にIIlIlダイナマイトは良好な可閉会.!'II怯を引

するゐ世収物置でたけ判まならな、・が!その }J学桜雄

次の災現万四ま極々の方法がある。巾でも現酎叫郎狗

合型的とAlわれるのは. H.四:heh·8ulkl吋;t!)

D..."C・ー刀・に仰する三つの~~" ~ーター，様車11'，.

降伏涜 f. 蕊h指数"の出自主で』艇は♂つの阿筒形

波"に荷積・を宕唱す，そのおさIIの禄少を時間と裳に

m.rs-"~o ，tの11-1 凶より log II-log1111.<11fl:l2を

求めNま.実験前期はある傾きを符~X~験後期では

ホ:""，に，ニつの附 Lt.:1t掘をI~弘之は民刷咽湖に於

いては， .II I/d/_all· を濁Eし，常番史的ゐ. ，玄米々，.­

を古み.J(j定駄目~I咽悶磁の間さからfを*め似る.

此の方訟は治ョott &日。U\'I"Iロk の手法"として知ら

れている釈である。(臨し 2. 参照り

権藷、~‘ ]

. 開 同 開

曾

ー殺に工車由!filil也{ま符留者liM，を組立τる唖のIII

立之主祭と汁ヲ 2同 III来る.従って，成る口的の r..m

悠鳴をVJらとするに当ってIt. "*極限材"の~1:i'J:~コワ

に附する匁薗~~閣であ，.夜々は位置な組合せのS岩

見~~t:;rる»(の飽思釣イヒ掌ぴ現役を'"る時は抑え或る

時{ま巧みに羽IIIしなければならな、.

従来gl<ダイナマイトは，その店主形伐をもっぱらa

H グ'I't::':.--議鰐現S化Vルに依つτ賦与されて

来たのであって.活気EのIll<ダイナマイトには必著書的

lこE化グルのJ.!Pi融界があるη. 而して誌の臥9ιi下

に拠ぜんと-tilば芳bl気畠ト E 化合物で量晃彦栓を舗

うのが火!f!flの畠企である.

寝叫主かねてよ勿との組立と圭(J誌なるz与えの下に

誕にa ト u グ'屯，シ合荷量を引下げ，眼形性Eび位

置を泌足せしむへき方法を研究'I'であったが，蛇処に

侠‘ト，，"'-t:1Iシ!~覧ダイナマイトの一帯思を鋼廻

L似たので線引rrる.
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君主々の舵の街究嵐訟で確食した続知見は永の利IIIに

かかるものであろ.ホは諸川の手間に依つては，鰻察

殊にグイナ守イト額に対し，聞こ有益な役掃を栄rも

のであり. tlにllt: a/"u グ'セ" :.-1:宜ダイナマイト

浪曲に巡りやj人も白jlN-ぺ金銭多の問磁を解決する特

質を隔えて、る.単に麹当な成鯵補助lE1:'併せm~'る

吟は-!野その特徴を宛符し似るものである.後々は.

とを竹ダイナマイトと命名した泊、タ\-ト冒膨置ダイ

ナマイトlIUIにlj 'J当附する聞掴とは，

(I)成形伎

(2)盟宛位lIIi

(3)爆発後れゆ〈の成彩締助Al J:倒閣即

(')貯 2震性{ー担割な成形組助煎の盤に依つ

ては IU 化は儀l!<となる.)

タ手企あり，誕に使 III 敏沼"Ilii織の問胞がある.

本!1~ナマ 4 ト形盟の特車II
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ν{ ま変形のし品さであ IJ ， f(ま所』降伏~iで之はお

1先物を増加?一るにつれ大となる.

従諜の穆宜ダイナマイトはー!こ弓，. 0 グリセリン~

S協約ゲルに依り成形位を与えられたものであるが，今

ート u グリセルシゲル祉を減じて行けば，阪oXj を憎

し陵( .且文相まりに乏し〈もみ〈なり"'に{ま全く成

形不能に陥るに到る.""充分に.11，'/(;グルを ;{.jする時

iま，そのヤ y グ~J1ま庄密加圧ιより拶聾される事少L

2抗描鴛の組成分では，V/Gグル3.'i::から，此の加匡依

存性か生じ始あ司， J:~1j法lll1'・1ま D-S帥緩から見

オ"f大体刻%が良好なるものの限界である之考え得

るの。恐ら〈ダイナ→イト製苫ーおは 1.\"1030;:の旗開ダ

イナマイトに於てすら， WI々成形副総をMU'る'1<と思

う泊L 製草続件のS"i記圭な世忽司、lim主なる由化，現行の

組成分 (NIGを 30::.以下に』付Uま泡Iち問、3ナるであ

ろう。その..'た必ず 1\"10 グんと搭1似した物質を加え

合せて此の限界祉に適せしめる市治主必裂である。

か〈して用いる物宜の如何を川わず依= I'ull 剖Zグ

イナマイトを得んど-N tl! ，制討の式に於、て fを小

にして釜踊を旬、主t::. ll! 1こ η~[ 出)を入 1こして粘りを

与みる必嬰がある。従来係書量に行われて、た低ヱト

冒化もか〈考ぇ;"ま必ず此のこつの m告は設計者に灼

III して L た告である h 此の二つの討的の>Iには尖の

如き物宜か :i1 J!i! がらゐ.

fに効果を及ぼ r物置 ηに効 !U を及ぼす物置

水 :>;.-"'"キタ

泊 合成団肪

右世浴剤 C.1I1.C

= ~ "化合物 符国世扮

谷組割問

fは粉状物別の?f.伐にfkって事し〈靖人するもので

あり，此れを以ずるにはJU~ .た物買と粉状物質の盟和

性を屯究ずる~叫がある。なぜならばかかる物質は倒

えて宮丸Ifポールベヲリシグl訪問市寸る聞き役目をす

るものである。従って小でも多〈の水浴性然際紛'i1を

含むべきダイナマイトにあって』水が実に卓越した効

~院を与える械はうなっiffょう。

列者の効I~~としては.jの方か鋭部であるが，互苛

に»1:却lを及tヱ寸物置もかなり大切て'ある。こトログ，

セ初シグルについてその成形能特に粒子の援活性につ

、て考えるに忽常時間の大小に応すべき ηそのものの

位もさる~~ながら稽品位に起囚 1 る矧位も与ってカあ

り，その開性の本買はエネルギー陣性であってz 歪力

に依って起る内部品ネルポmのlfl加を伴い，獲にその

謂語性に恭(~ン I， "ヒーの精加をも刀、すものであ

ろ。

則ち球る物世~:J.»V;敬語1を飽和波形により，とりま

とめて鳴となすにはι その成形絢の持つ副itの臨書性

が控利成脚与に夜}J1こfk りーJ問l t:;t t ， {委託もに之が

元の紡誼に担正十る'I帥砲事さである.従ってかかる知

見の下に悲乙仰る~(の物n. 特に水により梧霊位を

発鉱 i ぺ封支出.iI~研究さオ止。水を以って溶解せしめ

た 2 シ墨守タグル閉ま，躍に程I心暗影能を有するも

のであるの。何世字公報公~(. «£126, 12, H;凶阪限25，

5， 25，特許得号!111田8 号J

か〈して此のダイナマイトヲ己成品につL ての ψパ，

j.，ι， ~in~~ んす ;"1. 参:ill の~Il<， }ow10-15;:なるID'

= I-u¢イナマイトでも先制多目ダイすーイトの怯出

をそなえ官iる。

2 開宮下に~'1::なる鰻磁の一五~m;

llI< Ii

新椴ダイナ r イト

1守竹ダイナマイト

2 号竹ダイナ司 4 ト

3 号竹グイナマイト

51;組

新綱".イナ守イト

1 号竹ダイナ τ イト

2 号令 Tダイナマイト

3 号竹ダイナマイ 1

"、 }O ゲル
e
〆.

29-匂33

21-25

17-21

12_16

議 2

測兄初 III
(kg)

1.0

1.0

1.0

1.0

決 1 物rイナ『イト組成liZ

限努タ供話給体 百I偲94賀R 成形倒助刻

I幼身~1H;: 有効果剤76

5ll--田 4_10

60-68 2-8 2-, 0.5-1.0

63-71 2-8 2戸、. ., 。ι8-1. 2

66-74 2_8 3-5 1.B-1.5

力学的性状を決定する Aクメーグー

'弛 j(Rhes) 可 [PO 同) j(dyne/cmZ)

3.0 5.70x lO-~~ 1.75):lQ'l~ 1 田dO'

3.7 8.85)(10 一切 1.13)(1伊吉 6.55x10 師

3-' 9.80x lO-~ 1 但叫伊 6.65x10' も

1.0 1.0 xlO-I~ 9.99)(1011 6.65><10"‘
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符川 '"弁 合ホ傑ミト包"，nグイナ司イト(竹ダイナ τ イ 'J~研究

表 3 開放下安全なU砲のtnJi2:~: で 1.4砲I~であった.

ー河川ル 酸素俸給体 吋経剤 ヨン主主十クゲ'" Jl!1:..\~バヨ叫ん可噛伺 5.1~: ， η 掛捌l. O~; の場

21- 笥 57..... 白 3_7 7-10 合も日簡の酷掛件で鴎 4 の( --J である.然 U祉は

，守u..s...... :I水 ~~i 聞ト 4を変化せしめたもので哨探知之~'"である

-.' 町，守' 益と躍趨 ため惑買はきわめて大き〈変化して聡@ホ 2 :;J ;I'ドロ

ヱ=-喜茸で二二工ニコ ... 1:.9)鵬 硬さに阿木 4出品は救きにすぎ司ど鍵 III 由主無

ホ合計昆比 、'.そこで η掛製剤三若干句 f低下効毘もあるので之

雪普，軍司'" 間拘帆暗合 を水の剖 ii 誌に応じて変化せしめて箆授の回ヒ叉は軟

,.,.,11. l ，~f;臥'l..n..，，~ につ、.ては同 化をか・1し可除問を加滋して，院長包をー官(+2.0)

=管二 1 えば W として山〈訓凶器開山糊は

凶州ダイナマイト吋 I ~h咋4qmt史 子.>~'< .t. 夕、，附 (I) ..L u

剤師叫る閥次a u1fa・四日 γ 北 ..I¥ γ 防相-;E' (!aX) 一

川畑勘ナフタ， 4J1 1hr ;: "
酬明剣 5 ，司淵揃 0.7，以 ωI ¥II 也大.1 ::

下， ，砂を氷と変えた制 '"I1,\I/''1;..:-0"
!川 II 、'.~ ..

前B…附附点 i:lMlJ/ 守交\二
銭位健から 40=の処でド ""I/ Ff ノヤ j >y'L
ート，片品畿で脱を剖~"i////' ..c/" ¥>'''
Ji.'"t~~!!'iミ 4 の(，r) :及び ・町

{冒]となる.役引'!l:宣 I之 ・

永の増加と共にや."低下し

ホ 07g に於 L て 3 日目水 7%

コ:m 閉まそ σ唖提製品使 111 に設、.ては，桜めて

';;;金なるも.ー Jl 之2鴨閉下 σ、依 limn 宇1:' 3i ~ij 話E悠

た〈その威 JJ を究棟するを荷車としかかる形亜の工

主官箔をi\同事。之永〈火ヨ巨人の主~汁る椀で Z，った.

ll'ってIt々は客来の師〈語営'J;骨で t.'. 越し縛る諺阜

の他に開段中では圭〈躍宅せしめl!Jぬ形.~のものを考

みた.之は知合多量のホを到しているが，カかる盟援

に必哩な銭感情としては，阿波下に語、ては，きわめ

て鈍感なら L めるが， ，盟問中の k~ 蔚にむってはあまり

出資出担の抵抗にならぬものカ?現まし(，水{主蛇の点

最も優れた詫坦剤た/) i!g.oup ち開放.1<岱の制〈埠売
に際し鼻水ルギーの由耗 Aで限必匡応 ~f から米庄で r.i

へ伝(l 'r るエドル年ーヵ比畑町タトなる幼合にあって

はp ある i止は 1:1 こ存血 Tる永の銭授叫 ~;W ま字 i巴i修膏し

"Iに躍売を小断せしめる泊五縄問中の高温，向1£，部

組ilifF にあっては，水 tま型ぬ伝 WI こlむさほと蜘子と

はならぬ in< である。

かかる考たの下に徳l? ~L た酔官をJj~l:. -hl ば之 l土

問股下にあっては且笥なる釘惑にも函 L 例えば』守

十ふをそえても点 EF る壊は実字、、 (013 J
itめま足成:土真3 に示す.

.. ,
S'μ.叫唱"一一'
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削

附,m
開

l活』 ホり合有に三る悠遠変化

【イ) .j2.m~i実作内

(u) 2i mm 鉄管内

(.・) f?/'l c と，，-との室主慢の宅介

(oj 水量支位するも堕葉'"を-'.c..:企ずる場

合

~.
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.. .，・ ,••01 I.~

;'"1/乞J 一一→

国 5 悠沼沼;i:::;末終'" IJ_'、~..
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22 ェ..'"書店筒会低俗 1'1 1佐賀'1 I-J静

って爆越は鈴め上併し永を更に榊せ1<低下ずること鴎

4の (0)に元ミヶr帥〈である。之は水より η ~J製剤の1j

治雄趨への彫著大なる療を鞠i~るのであろう.向 Bill

でほ'" ;,.<ユャタゲルを使崩するため共の特段から此等

のA!I!と拠なり縦めて鈍感な鎗刊を墨十るニとは前に

越へた曲。をある。

此の即: 18:-，の司効T却を4記とし水~冊安変化

のみの!Il置を図 5 (イ}のE長、~}J (D-8) 曲線に以

し.司効製剤をも度化させてなろぺ〈誕別に近からし

めたものをM畑(" )に川してお〈。

館同水がダイナ v イトの壇祖1に及lま'r膨告につ、亡

は艇に窓?慢な也畠合 ~i捻ぴ'"険Jr':i研究を必艇とすろ.今

その断定ば此処にはばかるが少〈とも政位以下の水の

合イlIt躍泌を依ドさせる国子とならな、 i と吉って韮支

えあるてれの 1制J灘lri酬はに示してお< 0

ヲ之 4 織返却瓦i依 (42<9 鉄作総nI)

WG22% J8% 13 タ4

平均 3'M" 平均ョ'.It;-: E 凹 2"'1 1(01 2 悶 平均 η ..，'"剤 P4 7M'';: 1['1 2 副

。 5930 "10 5885 。 5765 5765 57出 3.5 。 5196 5532 日制

1 62曲 騎90 59i5 1 59H 5622 5768 2.0 1 5622 5622 5622

2 6150 時10 5鈎5 2 5船3 日32 回97 1.5 2 田17 曲17 5017

3 5610 61 田 6095 3 日56 6017 61 創 1.0 3 5913 5913 5913

4 5930 5730 認却 4 57制 5η6 5740 0.' 4 5716 5716 5716

7 6150 5白O 5610 7 5鉛3 591ｷ1 5割。 0.3 7 5276 562'l 剖，19

か〈して合ホダイナ守イトの碍'.'l'\~'"の jn <とな

る巴

A理従来と同じ〈閃紋下問\'1を}小、てザ岨しI'J

るもの。

B~l， 開政中では掛<1せずに安全である泊朝間下に

ごfl')始めて躍発 l fUるもの。

出蝿宛性能

竹ダイナマイトの性能は淡 Sの釦〈である.

表 S 竹ダイナマイトの婦律性鎗

19lFマJ伶イダト イ 2 ザ骨イダイ 3 労骨イダイ Il峨竹イダイ 新制グイナ

ナマト ナマト ナマト マ{ト

銀.. ，生(k岨 IJkg) 鍵訓6 9zl '74 951 岨5

権'1，t! ;ぇ量 (L/k~) 561 RiS 田8 制8 8-12

り喝事l! jD./到。 C) 2450 国初 22曲 23曲 25-1.0

'"'"カ (I-kgkm' 勺 絞泌 3 8詔1 田87 "38 !J29.l

匂紐 主主{叫翁] 6お調。 “"。 5500 f~曲 6ヨ刻。

鉛句 II'<大l): (cc) 410 4曲 ヨ到。 制l '10

..ill 夜子 (mm) 田 31 7' i9.8 "勾祷 偲(叩) 53 50 以ょ 50 以上 曲以 J 27

屠J 熱{分} " 回以上 回以上 51 ヨ3

'i 比旗印田) J..l9 1.49 1.49 1 国 1.42

。 I併量eaYYA 11CO(ihg) 0.85 1 四 2.7 3.01 2,'
分果 :\"O: {IJkg) 1.58 2 凶 0.13 1.75 .a.40

溢 1) 比佐"材開平均It総式〈工夫箇".田{昭 23日.川ぅ.

2) 借越は内径 42mm 贈さ 4mm の鉄符内にて調定ず.

3) f書鎚の苛 t~ 5kg

特iニ括法及乙明畑 it' 章者売のヌ 'ill;] 二銭。野舗を行って

見たのでll!に拐を改めて主主べることに十る.

(1)騒迎

22

illS によ去す樋にこれらのグイナーイトの僻的な iJ

lま.Ur飼グイタ v イトに比しやや依卜 'i' る治哩 h~;性能

l二つ、ては間合に低下{三少、.湿度の併凪こ It II闇



村III .b:弁 会'"宮t· ト...質ダイナ... -{1-(竹ダイナマイト)"研究

出土 K闘の!.t還要民謹治'll;'即Il剖目、弘之の

野e・6' 之島得たる W!'l11;l慢-<:'のみでな〈者千は録。 'J な

威力も働、〈いると今えられ，実 m~f'; 野鍾には却っ

て及、..・も匁れな、喝..何分にもlI!I鑑少き嚇と 坦需

の胸囲は ""-r しも a足すべき続問磁皮下にあるとは考

えられな、・.

そζで唆叫玄関 6の釦〈内径 42mm. 肉1事 4羽mi 喪

管に径お:n m. 長さ ..伽nm の街世を中央詰に]，. h. そ

の闘側に 8巨漢Xl gを品宜し， 1II1l1織を以って祷宛せし

め!鉛位の形状の変化放ぴ E踊並を"'"た'.

~6 鉄菅

獄泊四リ 総ダイナ

3 ト マイト
術 持

S荷桝ダイ
ナマイ t

鉛桧座航綻 mm .. 68

似し IJ Jr~はま売網グイナマイドを 1ωg 伝銀事とす

る.従って当ダイナ吋イ tolt 笈Xl gである.

(2)殉jJ

陪従軍に於いても地上周波で使J1J ·r 叫与はともか〈多

〈の工'l!縦割ま密閉下で使 III される依に また怨警の

躍程修作 t主食聞の度合に依って.A:~<安化ずるもので

あるか』徒らに泡tIJil授の鈍験のみにとらわれ r，

1官んで使用録件下で託勘ずる事カ曹三い・.依っ τ像

画の rSJll!l!につ、て畿智内の実験を fiった島知ま図

7の釦〈である° 1j£ 袋、制即2:n~噌管刀ー認を給土

嫌努しそれに援して m2 l1S包剖~j!lせし b 担当足尾

を恨いて ml !lE包を健< mー:I; lit1 側i三袋元憶しな、、

制定は 5倍qt( Y':. 3提決定で行ったもので払る。開 S夜

中に r~l 司吋甜しな、 11 却に鈴、ても阪にお倍の感

度を， id'o fU t仕の場合"館】部 11' ま続制グイ 4 マイ

トを{出"' した.

二己 b厩開 E帽 ι
~"・ーー同司-.J ~， tョ

1川

.J......j1....-
.,,,;

"ー，

副.n
-喝・・

••I. ,-

n・ ‘
。 2 ・ •.隠

す、

M司
鎗

-
a

i
l
-
-

、

~~同町勾ー

関 1 ~縄"!lEn寝間内向調包

国

rMア寸

通-:，-----.---忌同啄，
B柿 I "・‘.. ...~ .・・g

阪 6 貌間内!f:14:l1I定 l1i

仕の時の1\縫圧縮は釦何なる榎梅により ~rrるb吋玄

米だ羽らかでな、が，矢強りより磁曲な変形に附随し

て若干解約な頗JJも与つ亡、るものと怨康する.然し

今の所，両者のiii!.~たる区別はつかぬtl. Hell!‘にな

ら、街!1Ifl自盈を!l度と野笥ずる.

内猛!A:

1号竹ダイ

ナマイト

2 ザ竹'"
ヅーイト

H少併ダイ
ナマイ l

11<・，ーィ

ナ，イト

57 88 " 11 a,
(:I) 出耀 f長ガス

:長闘目町 i ‘
回8 中創業 a・a沼図

実際に徒数筑置に於て燈杭発磁を 11'. "後 ft> 露店 t

後分桁した鎗刷三位~炎の釦〈良好である. l!Ilt，筑垣

内で躍磁直後切羽碕より S聞の'ff! l1 を~- 1' 1こて這断

し 2分後に ft.> 製提以廷に>プ ν イで媛哀し. CO

t主殺化冨ード ft. XO~ fま '-XOs とし Cri飴Z 武III!に

よる比也定盆をt1う九

水は工夫寸寸 L'ま必.-r しも後 ft> を有言及に守 r. むし

ろ良好な結果をもたらし得る希望がある.

W 貯 砲 世

合水ダイナマイトの i謀略性飽の経均侭下{まあまりな

、樋である。その鎚的なー剖として仰にホ合宿 1訟の多

、必明二つ、て 2年野晶後酎然晶状及び鉄管内向盟専

は変化して、な、.その耳鳴は 51-52分，象情内紛 i量

ft35{百.J(宙管 1院本を >Aって点躍し側ぬ 4'，もとの姐

りであった.

互参掴認鎗後 s凶Jt.こ rr化を来す穫があって Itt. らな

、.急三之ミ~1fダイナマイトを _14°C に'~I設置し

寄生にii鯵せしめた後.軍=，二-し元にもどした跨

lま.全， i>l!lIfi~'同ー骨ヨn去を示し性JH喧化しなか

った.包 Litの持の試続 tれづれも継機鰻品ではな

‘.
更にR想起盟に関湿した問題に固化の問自がある.1\0
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21 ヱ模火 ill" 会"節 l'; 'G! ~li}

来閉世を合むダイナマイ l は しばしば凶化を起す柳

治;-つの欠点とされて、

た.回化は一般に!l'riCの合

打水分 l斗tM して，主貯蔵

" ill温»: 32.5・C 訂'rii伝穆品、,..
J" を鑓としてよ鮮の品乱即

ちN- ・に起るものでゐ

る町。縫ってその舷滋点を

面位取技号温度.1: 1- ドに引き

杓デて町 JH る方法として

荷訂，同交の共品物を朗、

る，"時 Sめられて、.る吻.

mしj，品なられ且合のみ

の勿合，水がある盆:.1:.1..1に

容在寸寸 Uま1llって同 It を由

此ずる姐Ii.を似た.勿ち開

安を含むダ 4 ナマイトの岡山ま公 ，r'合右水分を少〈廿

国
包

R

R・

e

乞鴨川，~

図 9 開伎に合イ'r~

分・織の形

理 rる~Iに依って教われる。然しZ泡盆の'"を同情，

w>，al合物に (r..(f.せしめれば，かえって同化を肪止す

る.蛇の場合の同化は氷治判{ヒを引き起寸一冊L 永

治草前1の効』民を布効ならしめる一冊と蛇のこ因子の指

抗に依って決定される.

期ち同化ー水分関i玄関 9 の削〈趨量I;J..I:の町聞を混

合物として有する時は水分の比絞tJ~'机ー部分iこI置をも

っ山形の幽線となり，水量地方\"t.hば.~ι悶化{主会〈

ifl波するに'Iiる.

V 実用院験結果

竹~イナマイトlま脊泡組制こ鈴、て鍵1If;t訟をnっ

た治、そのー剖を;1(，二，j';--to

(1) A期待ダイナマイト

七 日立低気~Ili.:蛇する 1 号-3 号竹ダイナマ， ,

の実111:有骸私刊日ま次の泊りでおる.

笈 7 自信目立舷霧島骨に焼ける').Sill試験

~ 店時 "'2本野-150m切嘗抗遁 貨"皆目Om:JJ8'身近

む 雪空 制定~，:.公 JtJt虫魚母片公

議 8
3 守物ダイ 新銅ダイ 1.,竹イFイ 2"'}竹グイ 務婦ダ Z
少、，イト ナーイト ナY ト ナマイト ナマイト

袈 ill l主同 6,188 6.0田 5，鋭~ 5,96.1 6,250

穿孔 a安本 13 13 12 12 12

野孔袋 m 0.8 0.85 0.82 。 71 0.81

甥渇.， m 0.9 。田 。鈎 。曲 0.85

怨遁瑚 74 112 制 1開 105 101

知投市合 大いさ 1.8x2.2 1.80x2.2 1 四 .2 含 5 1.85x2.25 1.65)(2.10XIII m~

f;;I;J自作総 m' 3.56 3.18 3.62 3,35 2.95

m' 畠"に ill 録 kg/m 3 1.73 1.88 1 創 1.78 2.12

<o n さり大 S削It gl ωn 667 720 6.10 曲5 816

m 主B :k1E枇 kg/m 6.9 7.5 6.6 7.45 7.35

ロ j 太平依拠 11"'11 虫山に闘する却日試験即

• 'US 大平鉱業線式会批生野鉱 Mffl

場 8時 5L 金ttS~ ， (中硬) 9L14 秒S押穏{しわい)

認 組 ナ11祉1g守2マs竹rイsダイ ナ19号マ0旭令イI令80ダト本イ) 2 ザ竹イグイ 3 ザ竹イダイ 3 ザ竹グイ

9.1125(81ト本}
ナー ト

ナ2量5マ，{ト ナおnマ[イト
!ll 比 kg 31E'SE(1 町村 1l .25 (l∞ふ) 11. 25(1 田本]

孔 喜四 本 '8 18 20 21 21

事L 長 m 1.3 1.3 u 1.3 u

先i 遁 II m 1.3 1.3 u 1.2 1.2

1m 差益 'Jに $it kg/ln 7.01 6.92 思65 9.37 9.37

従来伎"lI!億 kg 術観 20 ， t豊田 it!田 ま斉 0120 ， 佳93 It us
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村山・佐弁合ホ".ト 0"質ダイナマイト{竹ダイナーイト]の研究 25

向怪/'11 10 木に依る点il'I叙験の鮎羽以星発せず，後"ス

はよ肥伊づれも東路~Wlどな〈民俗であった。 も

l!llち竹ダイナマイト II.金主臨む勾周としての充分の笠

能を有する.

(2) UlI!!tTダイナマイト

古川鉱聾久悠鉱山に隠する民政結果を ，r.-， 0

文献

、ことを腕かにした。

(8) 聞ヒに骨Fる永の拍車につ， .てSit:t.:・

之を要するに含ホ低=ト 0 1'>宜ダイナマイト{竹ダ

イナマイト)の3間甚災ぴ研究経過の大袈を報告した'"

穿\'cあるが本ダイナマイトは金民鉱山及びト木工事専

に指摘mli，鹿であると日ずる。

仰木研究。こ霊きした径授の一部i土亙荷重宜省昭和27年

度ctm研受試験剣Wh金の毘抽jこ依ったことをEし靴百

を表~同. (語読点型活指令幻工技第373号，昭和 27年

7 月 21"附)。叉筏nJ;.t験を快音脅された各曲Uの方々並

に本研究を術報又は協力せられた日本泊目前従式会批Il\

~取締世且L勺Eの他の人々に品謝する。

1.7381.8241.7511.785

ヨ提 9 省丙. ..根鉱山に於 iずる:J::JlJ双'"

併 話討地並 £1 曲m 切J，

純意青銅ヵ" B竹s Bt,
h 務綱初鯛 新制

45 30ｷ20 37ｷ18 30 沼

3.21 3.39 3.15

E昆批本

完i 語長田 2創

1m 善"弱盆
kg/Ill

怨

ヨE

以上を型的す判ま

(1) 此の研究 i品躍で擁立した知見は低ートロ 81'lf

イナマイト製吉に於ける水の利 III にかかるもので

あって此のダイナマイトを竹ダイナマイトと命名

した a

(2) 副主B宜ダイナマイトの成務を助けることを羽

かにした.

(3) 副主議程度の含.;{-，盆まて北陸必を低下せしめる

ことはなし鐙当な霊祭件では却って盟主主を高め

る.

(4)躍売に概しての水の特葺位を羽用 C!動作に長

、ては鎮め℃安全なるダイナマイトの -JB 揺を剖

捜し御た。

(5) 熔ヲE性能，特に温度丑じV融里を欽智内躍宛憐件

の?に他匝躍自信と比粧した。

(6) 姥磁の後方 λは水の不明Iに依 I) iI.pって良好とな

る布留を有 Tる。

(7) 貯制金につL て径三手，及びiIli枯による淀化方な

百総 指 1) Ph.Nnoum;XitroglycerineandNitrog]y

cerineF. xplo~i\'ω 証言 (1923)

2) W.II.Herschel]u.R.Uulkley;KolI.Z

笹田1 (I世6)

J.R.ScOtt;Trans. Ind.Rub.lost;X。
2(1田I)

3) R. H。旬、、 i叫 Pbys. Eigenscbaften nnd

Fein 弘、担、 .'OD Natur_und Kunsthauen 18ｭ

24(L 引Jn ig ， l'時')

') 箆弁ji; ¢J ;末発表

5) tit 弁"肉，火路銘 13!与 H予{昭幻}

6) 特.:tf!': 1但.818 守合叫括処薬の 3暗法(出窓昭

25 ， 5， 25 公台関 26 ， 12, 14)

7) 桜井武 ft; 太郎総 13 ぽ 3 号(附 27)

町 村岡勉，山本匁=火協箆 12 を 1 号(附 26)

9) 阪弁武仰，火筒詑 1202 号{昭 26)

10) A.X.Cam 似Jell andA.J.R.C“mpbell ;

Can.J.R四 2j R90-100 (1 倒7)

,
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